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ー
交
通
災
害
を
助
け
合
う
制
度
で
す 
i

家族そろって

交通災害共

交
通
事
故
は
悲
惨
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た
が
事
故
に
あ
っ

た
ら
、
多
額
の

治
療
代
が
家
庭
の
台
所
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
、
家
族
を
苦
し
め
ま
す
。
経
済

的
に
、
苦
し
ん
で
い
る
と
き
、
お
互
い
に
助
け
合
お
う
と
す
る
の
が
こ
の
制
度

で
す
。昨

年
十
二
月
末
日
ま
で
(
一
年
間
)
に
、
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、

六
十
六
件
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
二
十
二
人
に
三
十
五
万
円
の
災
害
見
舞
金
を
贈
り
ま
し
た
。

「
安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障
」

付
交
通
事
故
災
害

航
空
機
・
船
舶
・
汽
車
・
モ
ノ
レ

ー
ル
・
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車

・
そ

の
他
交
通
要
具
の
交
通
に
よ
り
事
故
が
起
り
、
歩
行
者
ま
た
は
乗
車
中
の
者

が
死
亡
し
た
り
、
け
が
し
た
り
す
る
こ
と
。

口
加
入
資
格

県
下
町
村
に
住
所
を
有
す
る
人
で
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

日

掛

金一

般 
:
:
:
一
人

七

二
O
円

小

・
中
学
生

一
人

三 

O
O
円

(六
 

O
O
円
半
額
町
負
担
)

同
共
済
期
間

昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

国
加
入
申
込
み
期
間

昭
和
四
十
七
年
二
月
一
白
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で

加

入

申

込

み

勝

浦

町

住

民

課

的
災
害
見
舞
金

一
等
級 
:
:
:
死
亡
五
十
万
円
の
ほ
か
八
等
級
ま
で
あ
り
ま
す
。

同
災
害
見
舞
金
の
請
求

交
通
事
故
が
治
癒
し
た
後
に
見
舞
金
請
求

え
て
晴
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ω響
察
署
長
の
発
行
す
る
証
明
書 

ω医
師
の
診
断
書

(
死
亡
の
と
き
は
、
死
亡
診
断 

ω加
入
者
証
と
印
鑑

小
、
中
学
生
の
掛
金
半
額
町
負
担

の
ほ
か
に
、
次
の

ま
た
は
死
体
検
案

類
を
添

MUS04
テキストボックス
家族そろって交通災害共済に加入しましょう

MUS04
テキストボックス
交通災害を助け合う制度です
小中学生の掛金半額町負担
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定
例
議
会
に
お
け
る

L

に

、~

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
定
例
会
は

十
二
月
二
十
五
日
に
開
会
、
同
月
二

十
七
日
閉
会
し
た
。
こ
の
定
例
会
に

町
長
か
ら
報
告
一
件
(
専
決
処
分
)

の
ほ
か
議
案
十
一
件
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

会
議
の
経
過

マ

十
二
月
二
十
五
日
午
前
九
時
開

会
。
岡
本
識
長
よ
り
諸
般
の
報
告

の
あ
と
、
堺
町
長
と
各
課
長
か
ら
提

出
議
案
の
説
明
を
行
な
い
正
午
散
会
。

マ

十

二
月
二
十
六
日
午
前
九
時
再

会
。
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
に

は
い
り
、
小
問
、
坂
口
、
滝
口
、
平

町
財
政
に
つ
い
て 

町
議
会
定
例
会
風
景

(
堺
町
長
か
ら
提
出
議
案
の
説
明

マ

十

二
月
一

同
十
七
日
午
前
九
時
再

会
。
前
日
に
引
き
続
き
西
浜
、
昧
問
、

問
、
佐
藤
、
各
議
員
か
ら
一
般
質
問

(
別
表
こ
を
行
な
っ
た
後
、
議
案

審
議
に
入
り
(
別
表
ニ
)
の
十
三
議

案
を
原
案
ど
う
り
可
決
、
決
算
審
査

に
つ
い
て
佐
藤
議
員
よ
り
、
陳
情
処

理
に
つ
い
て
大
井
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
あ
り
、
午
後
四
時
四
十
分

閉
会
し
た
。

3
社
会
福
祉
協
議
会
の
価
値
に
つ
い
て

4
国
保
運
営
並
び
に
保
険
税
に
つ
い
て

5
老
人
の
医
療
対
策
に
つ
い
て

6
振
興
計
画
的
福
祉
行
政
に
つ
い
て

中
西
晴
美
報
員

ω教
育
問
題
に

つ
い
て

十
二
月
ニ
+
七
日

西
浜
勝
己
識
貝

ω町
職
員
の
待
遇
問
題
に
つ
い
て

昧
間
喜
久
雄
識
員

委
任
事
務
に
係
る
町
資
に
つ
い
て

ω観
光
縫
業
に
つ
い
て 

(み
か
ん

ω狩
り
な
ど
)

職
員
給
与
の
改
正
と
組
合
結
成

に
つ
い
て


凶
老
人
医
療
の
問
題
に
つ
い
て


同
医
療
制
度
の
改
正
と
保
険
税
の


見
通
し
に
つ
い
て

岡

敬

二
識
員

川
七
十
五
オ
以
上
め
老
人
医
療
費

に
つ
い
て
(
再
開
)

佐
藤
寿
治
識
貝

ω農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
位
置
に

つ
い
て

ω

ω
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

よ
り
費
用
弁
償
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ

改
正
適
用
す
る
。
)

ω
勝
浦
町
議
会
議
員
期
末
手
当
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

凶
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料
、

旅
費
及
び
そ
の
他
の
給
与
に
閲
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

(
昭
和
四
十
六
年
十
月

一
日
か
ら

適
用
)

問
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

問
、
西
浜
、
味
問
、
問
、
中
西
、

各
識
貝
の
質
問
(
別
表 
1
)
が
行

な
わ
れ
、
午
後
四
時
五
十
分
散
会
、

こ
の
日
は
日
暗
日
で
あ
っ
た
が
、

町
職
員
三
十
二
名
が
終
日
熱
心
に

傍
聴
し
た
。

別表�  l

mw

般
質
問

道
路
予
算
に
つ
い
て

同
町
有
財
産
の
処
分
と
工
場
誘
致

に
つ
い
て

町
政
に
対
す
る

FL L +
二
月
二
十
六
日

小
閑
武
夫
議
員

畑
地
総
合
開
発
事
業
並
に
セ
ン
タ

ー
運
営
に
つ
い
て

2
県
道
整
備
そ
の
後
と
町
道
三
渓
、

立
川
線
促
進
に
つ
い
て

3
義
一
幹
産
業
の
振
興
と
獣
害
対
策
に

つ
い
て

ι交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て


排
水
の
問
題
に
つ
い
て
(
県
道
側


溝
|
横
瀬
下
水
に
つ
い
て
|
全
般
)


ふ
福
祉
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

(
身
障
者
の
求
職
問
題
)

坂
口
貞
雄
識
貝 

。ι
教
育
に
関
す
る
問
題

小
学
校
の
統
合
と
改
築
に
つ
い
て

ω幼
児
教
育
の
確
立
に
つ
い
て

ω
滝
口
良

一
識
貝

保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

L
つ
い
て 

4
表
彰
条
例
に
つ
い
て

3
防
災
設
備
に
つ
い
て

平
岡
武
識
員

2
青
少
年
問
題
協
誠
会
故
笹
問
題
に

3
母
子
福
祉
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て 

ω町
財
政
硬
直
化
の
原
因
に
つ
い
て

物
件
費
節
減
令
に
つ
い
て

ωω公
償
資
比
率
、
経
常
収
支
率
に

つ
い
て

ω町
職
員
の
給
与
下
駄
履
き
解
消

L
じ
ん
芥
処
理
に
つ
い
て

つ
い
町
営
住
宅
に
つ
い
て

J 西
浜
勝
己
議
員

道
路
問
題
と
学
童
通
学
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

つ
い
河
川
の
改
修
と
安
全
対
策

ιウ
い
て 

3
町
営
住
宅
の
新
設
に
つ
い
て


九
月
誠
会
で
の
硝
約
事
項
の
そ
の


ι後
の
進
展
状
況
に
つ
い
て


3
小
学
校
教
育
に
つ
い
て

に
つ
い
て

同
県
営
事
業
的
地
元
負
担
金
に
つ

い
て

附
病
院
財
政
に
つ
い
て

議
員
の
一
般
質
問
風
景

ふ
町
内
誘
致
工
場
と
労
働
条
件
に
つ

昧
間
喜
久
雄
識
員

地
方
財
政
的
確
立
に
つ
い
て

ω い
て農

業
振
興
法
に
つ
い
て

岡
敬
二
議
員

上
町
立
病
院
の
検
査
機
能
の
充
実
に

つ
い
て

つ
い
ご
み
及
び
し
尿
処
理
に
つ
い
て

ω

昭
和
特
年
勝
浦
町
議
会

主i亙ー� ζ 

十
二
月
定
例
会
議
決
事
項

徳
島
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
加
及
び
当
該
組
合
の
規
約

の
変
更
。

ω
勝
浦
町
議
会
の
識
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
(
昭
和
四
十

六
年
十
月

一
日
よ
り
識
員
報
酬
の

額
を
、
昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日

MUS04
テキストボックス
議会だより
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等
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正

す
る
条
例
。

(
昭
和
四
十
六
年
十

月

一
日
か
ら
適
用
)

附
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

(
昭
和

四
十
六
年
五
月

一
日
か
ら
適
用 
)

問
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

(
昭

和
四
十
七
年
四
月

一
日
以
後
適
用 
)

矧
勝
浦
町
賎
業
技
術
セ
ン
タ
ー
設

誼
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
。 

(果
樹
等
の
広
域
生
産
地
形
成
を

推
進
し
股
業
の
振
興
を
図
る
た
め

設
置
す
る
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
条
例
)

l

ー
消
防
団
旗
、
分
団
旗

湯
浅
保
氏
か
ら
寄
贈消

防
精
神
に
徹
し
て
永

年
に
わ
た
り
消
防
に
尽
し
、

勇
退
後
は
消
防
に
つ
い
て

の
よ
き
理
解
者
で
あ

っ
た
。

従
六
位
故
湯
浅
源
八
氏

尊
父
の
意
志
を
、
つ
け
た

遺
族
湯
浅
保
氏
か
ら
勝
浦

町
消
防
団
の
団
旗
と
分
団

旗
(
十
本
)
が
寄
贈
さ
れ
、

一
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
た

消
防
出
初
式
と
併
せ
て
贈

呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
旗
の
も
と
、
団
員

一
問
、
消
防
活
動
に
さ
ら

に
尽
力
す
る
こ
と
を
語

っ

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

(総
務
課 
)

間
勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

(
朝
鮮

め
国
籍
を
有
す
る
者
を
被
保
険
者

と
す
る
条
例
)

間
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
(
沼
江
中
角
農
地
開
発
事
業
幹

線
農
道
工
事
の
請
負
契
約
)

川
昭
和
四
十
六
年
度

一
般
会
計
補


正
予
算 

(歳
入
歳
出
予
算
の
総
額


に
一
三

、
八
六
二
千
円
を
追
加
し


て
予
算
の
総
額
を
四 

八
、
六
八


六
千
円
と
す
る
。
)
 

ω
昭
和
四
十
六
年
度
病
院
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算 

(収
益
的
収
入

及
び
支
出
の
総
額
に
収
入
、
支
出

去
る
十
二
月
二
十
六
日
、
す
で
に

四
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た

一
日
町

長
の
し
ん
が
り
を
受
け
て
、
私
は
、

そ
の
使
命
を
十
分
理
解
し
得
な
い
ま

ま
登
庁
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
期
し
て
、
私
な
り
に
心

の
準
備
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
と
は
別
に
、
当
日
は
十
二
月
定
例

議
会
を
傍
聴
す
る
計
画
と
な

っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
の
議
会
は
、

岡
本
議
長
の
発
想
に
よ
る 

日
曜
議

会 

で
あ
り
、
と
く
に
全
職
員
が
日

曜
を
返
上
し
て
勉
強
の
た
め
に
傍
聴

す
る
と
い
う
異
例
の
こ
と
で
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
新

聞
で
も
報
道
き
れ
ま
し
た
が
、
私
自

身
も
、
ま
た
傍
聴
し
た
職
員
の
み
な

さ
ん
も
、
勝
浦
町
が
当
面
す
る
諸
問

題
を
は
じ
め
、
町
政
の
動
き
を
ま
の

あ
た
り
に
見
聞
し
て
、
非
常
に
有
意

義
な

一
目
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
の
議
事
日
程
は
、
「
町
政

に
対
す
る
一
般
質
問
」
で
、
八
名
の

議
員
さ
ん
か
ら
、
町
長
さ
ん
を
は
じ

め
関
係
各
課
長
さ
ん
に
、
次
の
よ
う

な
質
問
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
、
産
業
振
興

畑
地
総
合
整
備
事
業
、
農
地
開
発

事
業
、
農
地
保
全
事
業
、
山
腔
業
技
術

セ
ン
タ
ー
の
建
設
。

二
、
福
祉
厚
生

町
立
病
院
の
改
善
、
老
人
い
こ

い

の
家
の
設
置
、
老
人
医
療
の
無
料
化
、

じ
ん
あ
い
処
理
。

=
一
、
地
域
開
発
事
業
関
係

生
名
谷
川
の
改
修
、
沼
江
掛
谷
川


の
改
修
、
勝
浦
川
総
合
開
発
に
伴
う


道
路
の
整
備
問
題
、

三
渓
立
川
線
の


新
設
、
生
名
中
角
与
川
内
の
県
道
バ


イ
パ
ス
の
新
設
、
交
通
安
全
対
策
。


四

、

教

育


青
少
年
健
全
育
成
の
問
題
点
、
横

な
ん
と
か
な
ら
ぬ
か

〈苦
情
〉 

小
体
育
館
の
建
設
と
、
校
舎
の
改
築

こ
う
し
て
は
ど
う
か

〈意
見
〉 

に
伴
う
小
学
校
の
統
合
、
横
小
、
生

こ
う
し
て
ほ
し
い

〈要
望
〉 

小
の
プ
ー
ル

の
建
設
。

し
り
た
い
、
た
ず
ね
た
い

五
、
そ
の
他

〈附
会
〉

町
の
財
政
、
税
制
等
の
問
題

以
上
の
内
容
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
、

OOOO

O

ハ六
三
千
円
と
す
る
。) 

~\ 

，..-、、

区
会
会
長

一
日
町
長
の
所
感


荒

川

良

和

加
し
て
予
算
の
総
額
を

一 

一
、

そ
れ
ぞ
れ
五
、
五 

千
円
を
追

O
O

l日町長 として区会会長
荒川良耳目氏の議会でのあ いさつ

町
政

へ
の
意
見
、
要
望
、
苦

情
な
ん
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
長
、
各
課
長
さ
ん
か
ら
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
や
り
と
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
切
実
な
も
の
が
あ
り
、

か
つ
実
現
に
向
か
っ
て
の
着
実
な
歩

み
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
貫

し
て
言
え
る
こ
と
は
、
町
財
政
が
か

な
り
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と
で
、
堺

町
長
は
.
各
課
長
に

一
割
の
経
費
節

減
を
指
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
が
、
政
治
の
根
本
理
念
と

い
う
か
、
究
極
め
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
住
民
の
し
あ
わ
せ
に
あ
り
、

そ
し
て

「約
束
を
守
る
」
こ
と
に
あ

る
と
思
う
の
で
す
。

町
理
事
者
も
議
会
も
、
つ
ね
に
勝

浦
町
の
現
実
を
踏
ま
え
、
未
来
を
先

取
り
す
る
行
政
を
目
ざ
し
、
な
お
、

い
っ
そ
う
の
ご
努
力
を
希
望
し
て
や

ま
な
い
次
第
で
す
。

以
上
が
私
の
所
感
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
見
聞
を
し
た
区
長
の
立
場
か
ら
、

な
お
納
得
の
で
き
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
こ

の
日
の
私
の

権
限
外
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
た
別
に
勉
強
す
る
機
会
を
得
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
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%
増
)
と
交
通
事
故
は
激
増
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
被
害
者
、
加
害
者

の
殆
ん
ど
が
町
内
の
み
な
さ
ん
で
す

か
ら
:
:
:
交
通
事
故
は
少
し
の
不
注

四
日
(
一
カ
月
間
)
ま
で
、
町
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
人
身
事
故
:
:
:
二
件

発
生
場
所

一
、
横
瀬
(
富
重
西
)大
久
保
博
市
宅
前

二
、
勝
浦
町
農
協
古
木
県
道
上

の
二
件
で
す
。
何
れ
も
単
車

(オ

ー
ト
バ
イ
)
に
よ
る
事
故
で
相
手
は

自
転
車
と
歩
行
者
で
す
。
発
生
し
た

時
刻
は
、
何
れ
も
い
ち
ば
ん
視
界
の

効
か
な
い
午
後
七
時
前
後
に
起
き
て

い
ま
す
。
し
か
も
前
方
の
見
透
し
の

悪
い
カ
|
ブ
で
す
。
前
方
を
確
認
し

安
全
運
転
に
心
が
け
て
お
れ
ば
防
げ

た
事
故
で
す
。
傷
害
は
頭
部
打
撲
で

一
カ
月
の
重
傷
で
す
。

。
物
損
事
故
:
:
:
一
一
件

横
瀬
中
停
留
所
西
方
の
県
道
上
で

単
車
(
オ
ー
ト
バ
イ
)
と
軽
四
自
動

車
の
接
触
事
故
で
す
。
運
転
免
許
と

り
た
て
の
少
年
が
暴
走
し
て
起
し
た

事
故
で
す
。
今
月
の
事
故
原
因
は
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
と
前
方
不
注

視
で
す
。
何
れ
も
自
分
の
不
注
意
か

ら
起
き
て
い
ま
す
。
真
剣
に
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
町
内
で
起

8
た

一
年
間
の
事
故
・
:
・
:
六
十
六
件

昭
和
四
十
六
年
一
月
か
ら
十
二
月

末
日
(
一
年
間
)
ま
で
の
聞
に
町
内

で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
六
十
六
件
、

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
幹
部
瞥
察
官
派
出
所

湯
浅
部
長

新
し
い
民
生
児
童
委
員
き
ま
る
グ

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
が
、

厚
生
大
臣
よ
り
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
福
祉
の
こ
と
に

く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
七
年
の
勝
浦
町
消
防
団

の
役
員
が
次
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

長

山

下

豊

寿

、

同

谷

永

美

、

同

森

内

恵

一

良
一
、
副
分
団
長
新
居
清
治
、

班

長

沢

野

稔

第
二
分
団
(
与
川
内
)
分
団
長
押

栗
義
雄
、
副
分
団
長
押
栗
常
吉
、

班
長
森
上
利
明

第
三
分
団
(
横
瀬
)
分
団
長
坂
脇

治
由
、
副
分
団
長
中
野
新
吾
、

班
長
中
瀬
進
之

第
四
分
団
(
中
山
)
分
団
長
立
岩

勝
己
、
副
分
団
長
栗
城
武
夫
、

班
長
樫
原
重
雄

第
五
分
団
(
棚
久
立
川
)
分
団
長

河
野
正
安
、
副
分
団
長
官
問
岡
正

会
議
か
ら

。
お
酒
。
を
追
放

本
町
は
、
「
飲
酒
運
転
の
追
放
」

を
宣
言
し
て
、
小
松
島
警
察
署
を
は

じ
め
、
町
内
交
通
安
全
協
会
、
飲
食

提
供
業
者
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
恥
じ
な
い

交
通
安
全
の
町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
諸
会
合
で
お
酒
を
出
す
と

き
は
、
「
車
に
乗
っ
て
こ
な
い
よ
う

遠
藤
敏
夫
、
同

之
、
班
長

沢
好
延

第
六
分
団

(中
角
、
山
西
、
今
山
)

分
団
長
青
木
恒
夫
、
副
分
団
長

登
木
政
義
、
班
長
中
田
英
夫
、

同

滝

本

守

、

同

綿

木

茂

美

第
七
分
団
(
生
名
)
分
団
長
山
田

広
一
、
副
分
団
長
中
川
利
夫
、

班
長
大
下
武
雄

第
八
分
団
(
星
谷
、
黒
岩
)
分
団
長

福
田
好
男
、
副
分
団
長
岡
本
国

男
、
班
長
松
下
孝
市
、
同
岡

本
福
市

第
九
分
団

(沼
江
石
、
掛
谷
)
分
団

長
湯
浅
忠
男
、
副
分
団
長
森

健

班

長

瀬

戸

幸

一
、

同

岡

昭
男

本
部
機
動
隊

(役
場
消
防
)
隊
長

林
治
男
、
副
隊
長
松
浦
一
博
、

班
長
倉
橋
孝
明

に
」
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
の

で
す
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
徹
底

し
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
の

を
契
機
に
、
こ
れ
か
ら
の
会
識
で
町

が
主
催
す
る
会
識
は
、
一
切
お
酒
を

出
き
な
い
こ
と
を
徹
底
し
て
、
飲
酒

運
転
を
ぜ
ひ
と
も
本
町
か
ら
追
放
し

た
い
考
え
で
す
。

関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
が
得

ら
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま

す

。

総

務

課

米

意
か
ら
隻
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
交
通
事
故
は
悲
劇
で
す
」

町
内
で
発
生
し
た

消
防
団
の
新
役
員
き
ま
る

こ
と
し
は
、
み
ん
な
が
交
通
安
全

に
徹
し
、
事
故
の
な
い
明
る
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

今
月
の
交
通
事
故

つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
を
受
け
て

昨
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
一
月
十

四
十
五
年
に
比
バ
二
十
二
件

(
五
十

を
お
願
い
し
ま
す
。

本
団
団
長
末
広
正
太
郎
、
副
団

第
一
分
団
(
坂
本
)
分
団
長
菅
内
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昨
年
道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
が

あ
り
十
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
回
は
、
↑
阜
の
注
意
義
務

に
つ
い
て
、
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し

た
。
今
回
は
運
転
者
自
身
が
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

一
般
的
な
、
注
意

義
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

。
駐
停
車
違
反
の
酎
則
が
重
く
な

り
ま
し
た
。


徳
山
町
、
小
松
品
両
市
内
に
お
け
る
卓


の
駐
停
車
の
違
反
状
況
を
統
計
的
に


見
ま
す
と
、
当
町
の
違
反
者
が
、
ト


ッ
プ
で
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、


反
則
金
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
千
円
ア

ッ


プ
と
な
り
ま
し
た
。
駐
停
車
に
は
、


じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
、
有
料
駐
車
場

日
曜
議
会
開
会

ー
町
職
員
熱
心
に
傍
聴 

去
る
十
二
月
二
十
六
日
の
定
例
議

l

交
通
安
全
講
座
(
そ
の
五
)

H

会
は
、
岡
本
機
長
の
発
想
に
よ
る

曜
講
会 

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て

安
上
が
り
で
す
。

。
パ
ス
を
円
滑
に
通
行
さ
せ
る
た

め
の
規
定

パ
ス
が
、
停
留
所
か
ら
発
進
し
よ
う

と
し
て
進
路
変
更
の
合
図
を
し
た
と

き
は
、
そ
の
進
路
変
更
を
妨
げ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

進
路
変
更
の
合
図
を
し
、
発
進
中

の
パ
ス
を
追
越
し
て
い
た
率
を
見
か

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
固
め
改

正
に
よ
り
発
進
を
妨
害
し
た
車
は

違
反
と
な
り
、
た
ま
た
ま
追
越
し
の

際
、
接
触
事
故
で
も
起
し
た
ら
、
た

い
へ
ん
で
す
。
追
越
し
た
車
に
全
賢

任
が
か
か

っ
て
き
ま
す
。

。
み
だ
り
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

日
n

た
り
、

車
線
の
変
更
を
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

旧
法
で
は
、
後
方
の
車
が

一
方
的
に

罰
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
法
で

必
ず
し
も
後
方
の
事
が
罰
せ
ら
れ
る

の
で
な
く
、
前
方
を
走
行
中
の
寧
も

間
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

み
だ
り
に
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

た
り
、
日
車
線
の
変
更
を
し
な
い
よ
う

に
注
意
が
必
要
で
す
。

。
交
差
点
の
通
行
方
法
に
つ
い
て

安
全
に
走
行
す
る
義
務
が
明
確
に

さ
れ
ま
し
た
。

交
差
点
に
お
い
て
は
、
常
に
左
方
車

優
先
、
直
進
、
左
折
率
が
優
先
と
な

っ
て
い
ま
す
。
図
を
見
て
も
ら
え
ば
、

よ
く
お
判
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

交
差
点
で
先
に
入

っ
た
と
か
、

す
で
に
右
折
し
て
い
る
率
優
先
の
規

定
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
背
信
号
で

も
、
前
が
つ
か
え
て
い
る
と
き
は
、

交
差
点
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
交
通
じ

で
し
た
。
当
日
は
町
職
員
が

勉
強
の
た
め
日
曜
を
返
上
し
て
の
誠

会
傍
聴
。

町
政
の
動
き

・
:
・
本
町
の
当
面
し

て
い
る
諸
問
題
等
に

つ
い
て
は
「
メ

モ
」
を
と
る
な
ど
、
終
日
熱
心
に
議

会
を
傍
聴
し
た
。

交
通
事
故
の
発
生
、
痛
ま
し
い
こ

の
現
実
の
姿
、
私
は
い
や
と
い
う
ほ

ど
事
故
の
悲
惨
さ
を
知

っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
少
し
の
不
注
意
か
ら

起
き
て
い
ま
す
。
事
故
を
な
く
す
る

に
は
先
ず
、
運
転
者
自
身
が
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
安
全
運
転
に
徹

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
日
頃
次
の
こ
と
に
心
が
け

て
運
転
し
て
い
ま
す
。

ハ
門
常
に
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
運

転
す
る
。

口
運
転
中
は
、
他
の
こ
と
は
一
切
考

え
な
い
。

目
安
全
速
度
を
た
も
ち
、

無
理
な
追

越
し
は
絶
対
し
な
い
。

回
車
間
距
離
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

し
、
わ
き
見
運
転
は
し
な
い
。

国
カ
ー
ブ
は
箸
笛
を
鳴
ら
し
、
速
度

を
洛
と
す
。

例
歩
行
者
、
特
に
「
乏
人
、
幼
児
」

の
飛
出
し
に
注
意
す
る
。

ゅ
う
た
い
の
た
め
、
体
制
断

歩
道
や
、
踏
切
り
内
で
停

止
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
も
同
様
、
危
険
防
止
の

た
め
、
手
前
で
待
っ
て
お

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
説
明
し
た

こ
と
は
す
で
に
、
十
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
違
反
の
な
い
よ
う

運
転
に
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
て
く
だ
さ

い。

小
恰
助
努
務
者

勝
浦
町
幹
部
智
察
官
派
出
所

湯

浅

部

長

MUS04
テキストボックス
私の安全運転
町立勝浦病院勤務
前田久

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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家
庭
は
、
人
間
形
成
の
基
盤
で
あ

り
、
次
代
を
に
な
う
健
全
な
背
少
年

を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
明
る
い
、

よ
い
家
庭
環
境
が
必
要
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
実
に
は
我
が
国
経
済
の
急

激
な
成
長
と
め
ざ
ま
し
い
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
人
び
と

の
物
質
的
な

生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
反
面
、
社
会
の
変
ぽ
う
は
過
密
、

過
疎
と
い
う
現
象
を
生
み
、
加
え
て

世
代
閉
め
断
絶
、
地
域
住
民
の
連
帯

感
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
う
す

れ
、
交
通
事
故
の
激
増
や
公
害
な
ど

好
ま
し
く
な
い
現
象
を
ひ
き
起
し
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
家
庭
に
お
い
て
は
親
と

子
、
と
く
に
嫁
と
親
と
の
対
話
が
少

な
く
な
り
、
家
庭
内
に
お
け
る
人
間

疎
外
だ
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
は
家
庭
と
い
う
枠
の
中
で
欠

い
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
失
な
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
教
育
者
は
、
も
ち

ろ
ん
両
親
で
あ
る
こ
と
に
は
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
母
親
は
、

幼
児
を
抱
い
た
暖
聞
か
ら
人
間
教
育

を
は
じ
め
て
い
る
と
い
、
え
ま
す
。
門家

庭
で
は
家
族
の
お
互
い
が
理
解
し
合

い
、
対
話
の
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い

く
こ
と
は
そ
の
こ
と
自
体
が
家
庭
教

育
で
も
あ
る
し
人
間
教
育
の
基
礎
で

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
趣
旨
か
ら
こ
の
た
び
町
教
育
委
員

会
で
は
、
明
る
く
健
康
な
家
庭
づ
く

り
の
た
め
に
、
勝
浦
町
家
庭
の
日

毎

窒望

努警

旦伝

議家� H送� 

22;甫

石町
法
瓦己

(
毎
週
土
曜
日
は
家
族
会
貝
で
話
し

合
い
を
す
る
目
)
を
提
起
し
、
町
民
運

動
と
し
て
こ
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
く
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
家
庭
の
日
実
行
の
推
進
母

体
で
あ
る
勝
浦
町
婦
人
会
の
婦
人
学

級
で
は
、
年
末
に
聞
い
た
学
級
会
識

に
お
い
て
、
学
級
生
自
身
の
家
庭
に

も
家
族
の
対
話
の
少
い
こ
と
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
日
の
家
族

会
識
の
中
か
ら
、
子
ど
も
や
、
そ
の

家
族
た
ち
が
お
互
い
に
連
帯
感
を
も

ち
、
人
情
味
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
自
ら
が
司
会
者
と
な
っ

て
、
な
ご
や
か
な
家
庭
の
団
ら
ん
を

つ
く
り
出
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
家
族

全
員
の
意
志
の
疎
通
や
感
情
の
融
和

を
は
か
つ
て
ゆ
こ
う
と
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
実
践
目
標
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

家
庭
の
日

そ
れ
は
そ
の
こ
と
を
、
家
族
み
ん

な
で
確
か
め
合
い
家
庭
ら
し
い
営
み
、

人
間
ら
し
い
営
み
、
そ
れ
が
ど
う
行

な
わ
れ
て
い
る
か
を
反
省
す
る
臼
で

す
。
そ
こ
に
家
庭
の
日
が
設
け
ら
れ

た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
の
勝
浦
町
家
庭
の
日

こ
そ
、
家
庭
ら
し
い
営
み
を
再
確
認

す
る
日
で
す
。

勝
浦
町
家
庭
の
日

(
家
族
会
融
)
実
践
目
標

第
一
章
家
族
の
結
び
つ
き
を
強
め

る
た
め
に

0

・
家
族
そ
ろ
っ
て
夕
食
を
共
に
す
る
。

・
町
の
婦
人
学
級
や
、
交
通
安
全

四
日
は
節
分
、
五
日
は
立
春
。
こ


よ
み
の
上
で
は
、
世
帯
は
も
う
や
っ
て


き
た
は
ず
な
の
に
寒
さ
は
さ
び
し
く
、


思
わ
ず
、
は
あ
っ
と
、
手
の
ひ
ら
に


か
け
た
息
も
白
く
、
身
に
し
み
ま
す
。


早
く
晩
か
く
な
っ
て
く
れ
な
い
か
な


あ・
 

，，.と。



「
健
康
」

子
ど
も
は
風
の
子
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
夕
方
お
そ
く
ま
で
、

・
家
庭
で
人
の
か
げ
口
や
、
悪
口

を
い
わ
な
い
こ
と
。

-
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
親

が
手
本
に
な
っ
て
い
る
。

-
物
よ
り
も
、
心
を
子
ど
も
に
与

え
る
こ
と

0

・
子
ど
も
の
立
場
、
親
の
立
場
を

認
め
ム
ロ
う
こ
と
。

-
ほ
め
方
と
、
さ
と
し
方
と
で
よ

い
し
つ
け
を
す
る

0

・
子
め
よ
う
す
知
っ
て
い
る
の
は

第
二
章
よ
い
子
ど
も
を
育
成
す
る

た
め
に
。

-
ど
ん
な
小
さ
な
出
来
ご
と
で
も

家
族
会
員
で
考
え
話
し
合
う
。

・
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
話
し
相
手

に
な
っ
て
や
る
。

・
よ
い
本
や
、
テ
レ
ビ
を
見
て
み

ん
な
で
話
し
合
う
。 

-
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
身

体
を
き
た
え
る
。

寒
い
戸
外
で
、
く
ち
び
る
の
色
も
変

る
ほ
ど
遊
び
ほ
、
つ
け
て
い
て
は
た
ま
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
さ
ん
は
、
お
と
な
よ

り
も
平
熱
が
い
く
ぶ
ん
高
い
せ
い
か
、

三
十
八
度
ぐ
ら
い
の
熱
で
す
と
、
い

つ
も
と
変
ら
ず
平
気
で
遊
ん
で
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

は
、
お
子
さ
ん
の
体
質
を

一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
親
ご
さ
ん
が
、
注
意
し

て
み
て
や
ら
な
け
れ
ば
誰
に
も
気
づ

か
れ
な
い
も
の
で
す
。
と
く
に
、
お

子
さ
ん
の
カ
ゼ
は
こ
じ
ら
せ
な
い
よ

う
に
:
:
:
。
カ
ゼ
は
、
万
病
の
も
と

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
は
や
め
に
医

師
の
診
察
を
受
け
て
、
合
併
症
を
防

ぐ
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
衣
」
春
が
自
の
前
に
ち
ら
つ
く

と
、
冬
中
着
通
し
た
背
広
や
オ
ー
バ

ー
に
つ
や
が
な
く
な
り
、
な
ん
と
な

く
く
た
び
れ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
去
年
の
冬
か
ら
吸
い
こ
ん
だ

親
の
役
。
教
委
社
会
教
育
係 

ほ
こ
り
の
せ
い
で
す
。
ま
だ
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
出
し
て
し
ま
い
こ
む
ほ

削 

ど
の
陽
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

一
度
ご
家
庭
で
で
き
る
ク
リ
ー
ニ
ン


i
l
i
-
-

グ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
要
領
は
、


ま
ず
よ
く
日
に
あ
て
て
か
ら
棒
き
れ

で
、
ほ
こ
り
を
た
た
き
出
し
、
そ
の

あ
と
ブ
ラ
シ
を
か
け
ま
す
。

エ
リ
や

ソ
デ
ぐ
ち
な
ど
の
よ
ご
れ
は
、
ベ
ン
ジ
ン

で
ふ
き
と
り
、
全
体
に
ア
ン
モ
ニ
ア

液
を
含
ま
せ
た
布
で
、
手
早
く
ふ
き

と
っ
て
、
ア
イ
ロ
ン
で
仕
上
げ
ま
す
。

教
室
な
ど
の
学
習
内
容
に
つ
い

て
話
し
合
う
。 

「食」

一
年
中
で
い
ま
が
い
ち
ば
ん

背
野
菜
が
品
務
の
と
き
で
す
。
し
か
し

混
宅
野
菜
は
、
ど
ん
ど
ん
市
場
に
出

回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
盛
期
と
は
ま

た
別
な
、
量
よ
り
質
で
:
・
と
い

っ
た

工
夫
を
。
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
、
根
つ

・
き
の
ま
ま
東
に
し
で
あ
る
も
の
と

根
を
落
し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

あ
る
も
の
。
繰
が
濃
く
、
み
ず
み
ず

し
く
黄
葉
の
な
い
も
の
を
選
び
ま
す
。

洗
っ
て
汚
れ
を
と

っ
て
、
な
ベ
料
理

に
、
ま
た
は
お
ひ
た
し
に
し
て
も
:
・
。 

モ
ヤ
シ
。
こ
れ
は

一
年
中
あ
り
ま

す
。
ゆ
で
す
ぎ
た
り
、
煮
す
ぎ
る
と

味
が
落
ち
ま
す
の
で
、
お
料
理
法
が

む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
が
、
な
れ
れ

ば
、
そ
れ
が
返
っ
て
モ
ヤ
ン
を
お
い

し
く
い
た
だ
く
コ
ツ
に
も
な
り
ま
す

0 

0
二
月
と
い
う
月
は
、
俗
に
逃
げ
る

月
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
自
の
た
つ

の
が
早
く
、
あ

っ
と
い
う
聞
に
三
月

を
迎
、
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
二
月 
1
三
月
は
学
年
末
で
、

上
級
学
校
へ
の
受
験
勉
強
だ
け
で
な

く
、

卒
業
試
験
と
も
か
ち
合
っ
て、

お
子
さ
ん
の
神
経
は
高
ぶ

っ
て
い
ま

す
か
ら
ご
は
ん
の
と
き
な
ど
、
な

る
べ
く
勉
強
の
こ
と
か
ら
離
れ
た
話

題
を
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

MUS04
テキストボックス
毎週土曜は勝浦町
家庭の日（家族会議の日）に決定

MUS04
テキストボックス
季節の話題

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



7)(
 第20号 つ ら

学櫛金食献立表 2月分

一¥� 

l

言十� 

〆ー¥

・

マコ� カミ 昭和47年 2月1日� 

2月は� 1年中でもっとも寒さの厳しいH寺節で

す。ろうすい、すいとん(だんご汁)、かすi十、
けんちゃん、納豆j十、さつま i十など普から親し

まれているものと、現代向きなシチュー、スー

プ類、ちゃんぽん、ワンタンらの和、洋、中華

と数多くの汁物があります。これらの混かし、 γ|ー

ヰ勿はf本の内よりあたためてくれます。

苦笑い 日の多 L、今月などは所用したいものです。� 

2月分献立にもこれらを毎日llf.して、汁物を多く

してみました。インスタント食品の多いこんに

ち、手作リの j十物はよろこばれることと思いま

す。� 2月号から副食のみ記載することにしまし

たが、バン、牛乳については今迄通リです。

“お願い"
学校給食に対する保識者の意見調査を� 2月中

旬に実施します。生徒を通じ配布しますから、

お手数ですが、アンケート用紙にお答えくださ

キ合食センター

日� H誼 お‘ か ず 日� H程 わ‘ カ‘ ず

火� 

し、 J)s 

ン' コ
16 水

ワンタンスープ

大学芋

2 水
にくうどん

みかん チーズ
17 木

魚の立回掲� 

白菜の和えもの

3 木� 
魚、フライ、キャベツ� 

五目煮
18 金

7 カロニ グラタン� 

みかん

4 金� 
カレーシチュー

生若布の酢和え
21 月

コロッケ リンゴ� 

うどんのイタリアン

7 月� 
ピザ リンコや

豆腐汁
22 火

豚汁�  

ひじきの妙煮

8 火� 
かしわと里芋の煮込み� 

みかん
23 71く

ホットドッグ� 

リンゴ

g 水� 
すいとん

ゆでJJs リンゴ
24 木

フライ リンゴ� 

芋サラダ キャベツ

10 木� 
コーンンチュー

すり身のケチャ� yプ煮
25 金

いりどうふ� 

ふかしし、も

14 月
ミートソース和え

みかん
28 月

焼きビーフン� 

バナナ チーズ

15 火� 
盛合せ

パナナ
29 火

さつまじる� 

フルーツサラダ

力
し
て
い
ま
す
。

第
二
表
は
、
給
食
材
料
授
の
比
較

表
で
す
。
例
え
ば
、
カ
レ 

で
見
ま

安
く
購
入
す
る
た
め
に
、
製
造
業
者

か
ら
直
接
大
量
に
、
そ
の
ほ
か
給
食

事
業
施
設
と
共
同
購
入
す
る
等
、
給

食
内
容
の
向
上
に
結
び
つ
く
よ
う
努

え
、
食
べ
や
す
く
配
締
し
、
発
育
ざ

か
り
の
時
期
で
あ
り
、
量
も
豊
富

・

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
新
鮮
で
、
し
か
も
良
い
口
聞
を
よ
り

給
食
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

で
す
。

り
小
学
校
五
十
五
円 

(月
額
一
千
円 
)

中
学
校
六
十
五
円
(
月
額

一
千
二
百

円
)
、
副
食
は
小
学
校
三
十

一
向、

中
学
校
三
十
九
円
で
調
理
を
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
。
第

一
表
は
そ
の
内
訳

現
在
の
給
食
費
は
、
児
童

一
食
当

表 1 給食費内訳

学
校
給
食
を

小学校 中学校区 分

l E司 書� 内銭
ノマ

" 代� 13.4011.40 

11.40牛 手L 11.40 

39.0031.00おかず代�  

1.20 1.20プロパン ・洗剤� 

55.00 65.110

考

え

る

表 2

給ン食タセー 小売値使用材料食品名

円銭円銭豚肉・ジャ
ガイモ・人参

カレー 玉葱グリン� 
ピース ・カレ
ールウ

20.85 33.00 

白和え

はつれん主主
豆腐・コ ンニ
ャク・ゴマ� 
みそ

16.81 23.15 

す
と
、

小
売
値
で
す
と
、
一
食
に
つ

き
十
二
円
の
差 
:
:
:
一
カ
月
に
す
る

と

一
人
当
り
二
百
四
十
円
も
高
く
つ

き
ま
す
。
弁
当
な
ど
手
の
こ
ん
だ
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
差
は
い
っ
そ
う

大
き
く
ひ
ら
き
ま
す
。
給
食
の
牛
乳

は、

一
般
市
販
品
と
同
じ
品
質
で
あ

り
、
パ
ン
は
無
漂
白
で
脱
脂
ミ
ル
ク

と
エ
ル
リ
ジ
ン
を
添
加
し
た
も
の
で
、

市
販
品
よ
り
栄
養
価
の
高
い
も
の
で
す
。

近
年
学
童
一
の
体
位
は
、
著
し
く
向

上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
文
部
省
で

は
、
昨
年
十
月
に
栄
養
基
準
の
改
訂

を
行
い
、
特
に
蛋
白
質
(
血
・
肉

・

骨
と
な
る
魚

・
卵
類
な
ど
)
と
果
物

の
摂
取
量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
使
用
材
料
の
中
で
最
も

多
く
を
占
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
魅
力
あ
る
給
食
と
す
る
た
め
、

食
事
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
諸
物
価
の
値
上
が
り

等
の
た
め
、
こ
れ
を
全
面
的
に
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
教
育
の

一
環
と
し
て
の

学
校
給
食
、
魅
力
あ
る
食
事
内
容
・

楽
し
い
給
食
と
す
る
た
め
、
給
食
費

の
改
訂
に
つ
い
て
こ
の
際
、
ご
検
討

ね
が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
だ
と
思

い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

MUS04
テキストボックス
学校給食献立表　2月分

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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2月診療日程表

病

勝
浦
町
立
病
院
受
付

土金木水火月日X 院: 
1 だ，

よ"
内内内内内内外
H科科科科科科 午円リ� 

九
午前中 外外外外外 時

科科科科科 か
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外産 背3
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/
¥
ナ
ヘ
 
i

・、し
。

J

-

A
C

士揚 日
戸斤 時

ィコ つ ら 第20号

二
月
は

一
年
中
で
い
ち
ば
ん
寒
い

胃
が
い
つ
も
張

っ
て
い
る
。
�
 

月
で
す
。
健
康
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を

つ
け
て
く
だ
き
い
。

体
の
具
合
が
悪
い
な
:
:
:
「
カ
ゼ
」

気
味
だ
な
:
:
:
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
診
療
を
受
け
る
よ
う
お
奨
め
し
ま

す。
診
療
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

⑨
日
曜
、
祭
日
、
夜
間
の
診
療

直
接
病
院
へ
来
て
く
だ
さ
れ
ば
診

療
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

往
診
は
、
当
直
医
が

一
人
の
た
め
、

重
症
患
者
が
入
院
し
て
い
る
と
き
に

は
、
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

O
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑥
胃
検
診
に
つ
い
て

消
化
管
(
胃
、
十
二
指
腸
、
食
道
)

の
透
視
診
断
を
毎
週
水
曜
日
に
、
専


門
医
師
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の


よ
う
な
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、
病

院
へ
直
接
申
し
込
み
、
診
断
自
の
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
透
視
診

断
を
、
つ
け
る
方
が
増
加
し
て
お
り
ま

O

す
の
で
、
早
め
に
予
約
す
る
よ
う
お

奨
め
し
ま
す
。

胃
の
あ
た
り
が
定
時
的
に
痛
む
。

賢婦�  表

時

f
五午人

後科 産
婦 ま
人 て'
科

¥-' 

外内内 内 内 内 外 夜

科科科科科科科 間� 

ぜ
ひ
受
け
よ
う
グ

ー可
l
 

ニ
才
児
検
診
」


毎
朝
は
き
け
が
あ
る
。

便
の
色
が
黒
い
。

お
腹
が
す
く
と
胃
が
痛
む
。
�
 

食
後
に
胃
が
痛
む
。

圃
成
人
健
康
診
断
に
つ
い
て

成
人
の
健
康
診
断
�
 (ド
ッ
ク
)
を

は
じ
め
ま
し
た
。
費
用
は
四
日
間
の

入
院
費
を
含
め
て
、
約
三
万

一
千
円

ぐ
ら
い
で
す
。
健
康
管
理
の
た
め
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

圃
入
院
室
の
暖
房

病
院
の
暁
房
設
備
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間

暖
房
し
ま
す
。

画
便
所
の
改
良

清
潔
で
明
る
い
近
代
的
な
施
設
の

便
所
に
改
良
し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

小
児
科
診
療
再
開

O O O O

四
月
か
ら

か
ね
て
か
ら
町
内
の
若
妻
会
、
母


親
の
会
多
数
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
小


児
科
設
置
の
要
望
が
あ
り
、
週
二
固


め
診
療
で
す
が
四
月
か
ら
診
療
開
始


の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。


診
療
に
は
次
の
二
名
の
医
師
が
当


ら
れ
ま
す
。


戸
井
千
枝
子
先
生
鹿
島
病
院
よ

り
派
遣
(
前
町
立
勝
浦
病
院
勤
務
)

未

定

徳

島

大

学

よ

り

派

遣

未
だ
終
了
(
三
回
)
し
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
際
必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い

0

0

日

時

二

月

十

六

日

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
受
付
け
ま
す
。

。
場
所
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タ

幼
児
の
成
長
期
(
人
間
形
成
)
に


お
い
て
も
っ
と
も
大
切
な
時
期
が


二
オ
�
 
1
三
オ
児
と
言
わ
れ
ま
す
。
胎


在
時
1

出
生
ど
き
な
ど
に
よ
る
障
害


(
身
体
的
、
知
能
的
)
が
こ
の
と
き


に
発
見
き
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。


傷
害
を
は
や
く
み
つ
け
て
、
は
や
め


に
対
策
を
た
て
:
:
:
軽
症
の
う
ち
に


救
わ
れ
た
例
が
多
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。


こ
う
し
た
目
的
で
行
な
い
ま
す
の


で
、
身
心
と
も
に
健
康
児
で
あ
る
よ


う
該
当
者
は
こ
の
際
ぜ
ひ
受
診
し
て

編ヂ� 

o
該
当
者
昭
和
四
十
六
年

一
月

一

日
か
ら
同
年
六
月
三
十

日
の
聞
に
生
れ
た
も
の

@
当
日
母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

(個
人
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
)

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
実
施
に
つ
い
て

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

幼
児
の
予
防
接
種
風
景

Ae-R
tha 

、トト� 1
2
潟岬� 3
9

該
当
者

昭
和
四
十
四
年
十

一
月

一

日
1
四
十
五
年
四
月
三
十

日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た

者。

@
当
日
母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い

二
月
二
十
五
日
午
後

一
時
�
 
1

二
時
ま
で
受
付
け
し
ま
す
。

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

MUS04
テキストボックス
おしらせ
病院だより

MUS04
テキストボックス
ぜひ受けよう
二才児検診

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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定
期
種
痘
の

実
施
に
つ
い
て

次
の
日
程
に
よ
り
実
地
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
最
寄
り
の
場
所
で
受

付
け
て
く
だ
き
い
。

。
該
当
者

昭
和
四
十
七
年
小
学
校
入
学
児

昭
和
四
十
七
年
小
学
校
卒
業
者

二
月
十
日

坂
本
小
学
校

1
三
時
ま
で

二
月
十
五
日

付
沼
江
保
育
所

二
十
分
ま
で

∞
生
比
奈
保
育
所
午
後
二
時
三
十

分
1
一一一
時
三
十
分
ま
で

回
生
比
奈
小
学
校
午
後
三
時
三
十

分
1
四
時
三
十
分
ま
で

二
月
十
七
日

午
後
二
時 
1
二
時

横
瀬
保
育
所
午
後

一
時
三
十
分

三
時

i

午
後
二
時
ま
で

i横
瀬
小
学
校
午
後
二
時 

三
十
分
ま
で

寄
り
の
警
察
官
駐
在
所
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。住

民
課
交
通
係

原
動
機
付
自
転
車
の

標
識
(
鑑
札
)

交
付
手
続
き
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
を
取
得
し
た
と

き
は
、
十
五
日
以
内
に
標
識
交
付
の

申
梢
が
必
要
で
す
。

い
ま
ま
で
は
、
自
動
車
損
害
賠
償

保
険
加
入
の
有
無
に
関
係
な
く
憎
識

を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
現
化
、
無
保
険

で
逆
転
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

自
動
単
損
害
賠
償
保
険
に
ご
加
入

さ
れ
て
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
の

梯
識
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
ん
ご
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車


標
識
(
鑑
札
)
交
付
風
景
 

お
誕
生お

め
で
と
う

堺

隆

治

長
男

清
水
義
正

二
男

松
本
良
信

二
男

錦
内
祥
郎

二
男

墜
原
康
仁

長
男

滝
花
究
亮

長
男

遊
亀
亀
市

二
男

ご
結
婚お

め
で
と
う

江主長名漢江園野

克安錦育和英晃

沼 三 生三沼久棚

彦章純生也幸

小 沼棚徳中久美棚相三 中中阿三三三
松島郷生 南
島江野市角国村野町議角角市議模様
市

中

野

功 千現I~
，{~烏史

田
村
ヨ
シ
子

岡

敏

夫

大

西

定

チ

池

田

義

高

奥
田

富
子

小

西

克

矢

山

本

計

千

秋

成

井

花
岡
ふ
み
よ

坂

田

広

己

谷

敬

子

松

田

幸

一

武
蔵
キ
ヨ
美

お
く
や
み
申
し
ま
す

三塁沼三生
漢谷江漢名

竹

林

勝

川
上
益
次
郎

森

野

リ

ン

中
山
イ
ソ
エ

甫
坂
カ
ズ
ノ

午
後

一
時
三
十
分

昭
和
四
十
七
年
小
学
校
入
学
児
で

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
な
い

お
子
さ
ん
は
、
近
く
の
保
育
所
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。

医
療
費
及
び
生
命
保
険
料
の
領
収

ω証
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
。

例
え
ば
、
勝
人
質
の
領
収
証
、
水

稲
の
被
害
証
明
書
な
ど

な
お
、
あ
な
た
の
地
区
へ
の
出
張

納
税
相
談
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

税
務
課

安
全
運
転
の
た
め

寒
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
路
上
が
凍
結
す
る
と
危
険
で
す
。

凍
結
防
止
剤
を
次
に
保
管
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
凍
結
の
際
ご
利
用
く
だ
さ

日
程
次
の
と
お
り
が

。
日
時
:
:
:
二
月
十
四
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
:
:
:
勝
浦
町
役
場

。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

が
、
切
迫
(
一
カ
月
以
内 
)
し
て

い
る
方
は
、
当
日
沓
き
換
え
し
て

く
だ
さ
い
。

。
免
許
証
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

き
る
一
月
十
三
日
に
免
許
証
の

書
き
換
え
を
す
ま
さ
れ
た
方
は
、

O
二
月
二
十
三
日
(
午
前
中
)
に
最

凍
結
剤
の
保
管
場
所

。
沼
江
地
区
上
田
秀
夫
宅


。
西
岡
地

区

生

比

奈

駐

在
所


。
中
角
地

区

間

貞
夫
宅


。

生

名

地

区

鋭

芳

武

宅


。
棚
久
、
横
瀬
地
区
勝
浦
町
役
場


。
与
川
内
地
区
押
粟
博
美
宅


。
与
川
内
地
区

宮
本
豊
久
宅


。
坂
本
地

区

坂

本

駐

在

所


。
坂
本
地
区

吉

守

孝

宅


住
民
課
交
通
係

に税税

つ五両?と
い民民

て整型
の

昭
和
四
十
六
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
と
四
十
七
年
度
分
町
民
税
、
県

民
税
の
申
告
受
け
付
け
期
間
は
、
二

月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
昭
和
四

十
六
年
中
に
お
い
て
所
得
(
事
業
所

得
、
給
与
、
山
林
、
譲
渡
、
配
当
、
不

動
産
、
そ
の
他
の
所
得 
)
-を
得
て
お

れ
ば
、
こ
の
期
間
中
に
申
一告
し
て
く

だ
さ
い
。

凍
結
防
止
剤

(
ダ
ス
ト
ン
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

申
告
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

ω
会
計
帳
簿
、
そ
の
他
収
支
の
証

拠
書
類
(
所
得
額
の
中
に
給
与
所

得
が
含
ま
れ
て
い
る
人
は
雇
主
が

交
付
し
た
源
泉
徴
収
票
)

ω
昭
和
四
十
六
年
中
に
支
払
っ
た

し

MUS04
テキストボックス
所得税と住民税（町民税県民税）の申告について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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第
二
回
勝
浦
町

貯
蔵
み
か
ん
共
進
会

二

月

五

日

午

前

九

時

と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

長

勝
浦
広
報
十
二
月
号
で
、
お
知
ら

せ
し
た
第
二
回
勝
浦
町
貯
蔵
み
か
ん

の
共
進
会
は
、

二
月
五
日
に
開
催
と

決
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
両
燦
協
が
直
接
取
り
引

き
し
て
い
る
市
場
代
表
の
方
に
も
、

審
査
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
本
町

特
産
め
貯
蔵
み
か
ん
の
良
さ
を
、
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
当
日
、
み
か
ん
の
市
場
状

況
に
つ
い
て
:
:
:
市
場
代
表
の
方
か

ら
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
現
地
に
お

け
る
み
か
ん
の
消
費
動
向
に
つ
い
て

青
果
連
の
木
下
部
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
第
二
回
共
進
会
は
、
本
町
特
産

の
貯
蔵
み
か
ん
の
版
路
と
、
生
産
技

術
を
高
め
る
た
め
の
祭
典
で
も
あ
り

ま
す
。
当
日
は
意
義
あ
る
共
進
会
と

な
る
よ
う
、
生
産
者
各
位
の
い

っ
そ

う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。

主

催

勝
浦
町
、
勝
浦
町
農
業
協
同
組
合
、

生
比
奈
農
業
協
同
組
合
、
勝
浦
町

果
樹
研
究
会


。
出
品
予
定
点
数
四
百
点


。
受
賞
予
定
点
数


五

十

点

金

賞

二
十
点


銀
賞

三
十
点

受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

関
西
、
南
大
果
、
大
果
、
東
部
青

果
、
丸
山
青
果

(
県
関
係
)

園
芸
蚕
糸
課
長
、
農
業
改
良
課
長
、

果
樹
試
験
場
長
、
農
業
改
良
普
及

所
長
、
県
青
果
速
、
中
央
会

新
入
保
育

保
育
児
童
の
楽
し
い
給
食
風
景

(
横
瀬
保
育
所
に

お
い
て
)

募
集
に
つ
い
て

2
家
庭
内
で
児
童
と
は
な
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

ー
母
親
の
い
な
い
家
庭
。 

4

母
親
が
出
産
前
後
で
あ

っ
た
り

病
気
や
障
害
の
家
庭
。 

5

長
期
に
わ
た
る
病
人
の
看
護
に

母
親
が
あ
た

っ
て
い
る
。 

6

家
庭
に
災
害
や
不
幸
が
あ
り
児


童
の
保
育
が
で
き
な
い
。


申
請
背
を
受
理
い
た
し
ま
す
と
、


こ
の
六
つ
の
要
件
を
そ
な
え
て
い
る


か
ど
う
か
の
必
要
な
家
庭
調
査
を
お


こ
な
い
、

三
月
末
に
は
入
所
決
定
通


知
書
を
送
付
し
ま
す
。


な
お
、
保
育
所
に
は
定
員
の
わ
く


が
あ
り
ま
す
か
ら
期
日
(
二
月
十
五


日
)
ま
で
に
申
輯
し
て
く
だ
さ
い
。


厚
生
課

の

児

童

。

参

加

賞

出
口
問
者
全
員
に
お
渡

し
し
ま
す
。

。
出
品
基
準

貯
蔵
用
温
州
み
か
ん

二
十
個

(
雑
柑
は
対
象
と
し
ま
せ
ん 
) 

O
出
品
申
込
み

各
地
区
の
果
樹
研
究
会
役
員
さ
ん

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

。
展

示
二
月
四
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
前
十

一
時
ま
で
、

。

審

査

二
月
四
日
午
後

一
時
か
ら
行
な
う

0 

0
審

査

員

(
市
場
関
係 
)

。
審
査
方
法

，賞
状
、
記
念
品
は

一
点
し
か
贈
呈

し
な
い
。

。
福
引
き

出
品
さ
れ
た
方
に
は
、
当
日
午
前

。

受

賞

式

で
。

。
記
念
講
演

各
出
品
果
実
ご
と
に
番
号
を
付
し
、

得
点
の
多
い
果
実
か
ら
入
賞
き
せ

る
。
同

一
家
で
、
二
点
以
上
入
賞

本
年
四
月
か
ら
、
児
童
の
保
育
を

し
た
と
き
は
、
賞
の
表
示
の
み
で

中
に
福
引
さ
を
行
な
う
。

二
月
五
日
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま

希
望
き
れ
る
方
は
、
来
る
二
月
十
五

日
ま
で
に
、
入
所
申
請
を
し
て
く
だ

き
い
。
「
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、
前
も

っ
て
ご
案
内
し
て
あ

り
ま
す
か
ら
、
入
所
の
申
晴
警
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
期
日
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い

保
育
所
は
幼
稚
園
と
ち
が

っ
て、



児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
措
置
基


準
を
そ
な
え
て
い
な
け
れ
ば
入
所
の


対
象
児
童
に
な
れ
ま
せ
ん
。


そ
れ
は
次
の
六
項
目
で
す
。 

1
す
る
人
が
い
な
い
。

U

午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

当
日
多
数
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

産

業

課 

家
庭
外
で
労
働
し
て
い
て
保
育

越
か
ら
星
谷
橋
の
間
)
が
、
生

名
谷
川
改
修
工
事
の
た
め
、

一

月
二
十
五
日
か
ら
三
月
三
十

一

日
ま
で
六
十
七
日
聞
の
長
期
に

わ
た
り
、
車
輔
は
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
大
変
ご
め
い
わ
く

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

く
だ
さ
い 
?

建
設
課

第
共一
進回
会勝
也r南
品町
果貯
実蔵

) 皇み� 
S総合、

査ん

議
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四
四
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で
苦
土
石
灰
に
し
て

一
0

第20号� カ込

O
O

O
O

O

勾
(
五

0
1
七
十
五
袋
)
で
あ

二
0
0
1
三
�
 
勾

(
一
0
1
一
五

密
植
の
幣
害
園
は
計
画
的
な
間
伐

-)1(
 

'ー¥

2502，ωo 3，∞o3，4∞� 3，� 
__ !_ 

560 1.釦o 1.900 2
_ 

，� 
_ !_ 

1，500 1，飴o
_ 

成分量(kg)
時期 !汁チッソリンサンカ� 

中月月2 7.01 3.51 5.0 
3 上� 

下月月5 
7.0 3.5 5.0 

6 上� 

下月月8 7.0 3.5 5.0 
9 上� 

10下月中� 7.0 3.5 5.0 
一一寸

計

成分量(kg)
時期

チッソ リンサン カリ�  

下月月2 6.0 4.8 3.6 
3 上� 

下月月3
6.0 4.8 3.6 

4 上� 

10月中� 8.0 6.4 4.8 

計

時期

早生、早出し用 日宇 j蔵 用

成分量 �  αg) 成分量(kg)

チ� yソ リンサン カ チ� yソ リンサン カリ�  

下下上111234月月月一春� 

9.0 

9.0 

7.2 

7.2 

5.4 

5.4 

10.5 

7.0 

6.3 

4.2 

8.4 

5 .6 

6月下 夏� 7.0 4.2 5.6 

10月中� 

トー一一一一ーーー

II月中� 

計

秋

年� 

間� 

6.0 

6.0 

30.0 

(10) 

4.8 

4.8 

24.0 

(8) 

3 .6 

3.6 

18.0 

(6) 

10 .5 

35.0 

(10) 

6.3 

21 .0 

(6) 

8.4 

28.0 

(8) 

温
州
み
か
ん
の
花
芽
分
化
は
、
今

月
下
旬
に
終
わ
り
、
樹
液
の
流
動
が

は
じ
ま
っ
て
、
ミ
カ
ン
は
そ
ろ
そ
ろ

活
動
期
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
地
下

部
は
、
一
月
に
続
い
て
地
温
が
低
く

活
発
な
活
動
は
で
き
な
い
状
態
で
す
。

今
月
い

っ
ぱ
い

は
土
壌
改
良
の
時
期

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

貯
蔵
庫
の
庫
内
温
も
今
月
の
中
旬

こ
ろ
ま
で
は
、
そ
ん
な
に
上
が
ら
な

い
が
、
中
旬
以
後
、
暖
か
い
日
が
続

く
よ
う
に
な
る
と
、
庫
内
温
も
上
昇

し
、
腐
敗
果
が
多
く
な
り
ま
す
。

一
、
酸
度
附
矯
正

苦
土
石
灰
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
剤
で

ミ
カ
ン
聞
土
壌
の
酸
性
度
の
矯
正
を

行
な
い
、
う
ま
い
ミ
カ
ン
、
肥
料
の

合
理
化
を
は
か
る
。

O
%

町
内
ミ
カ
ン
箇
の
七
�
 

の
畑
は
、

A
P

閣
の
土
壌
条
件
、
生
産
目
標
に
�
 

分� 30

布

位� 20
置� 

10 

致
し
た
施
肥
計
画
を
樹
て
、
春
肥
の

選
択
予
約
を
行
な
う
。

標
準
施
肥
基
準
は
、
表
一
参
照
。

=
一
、
漂
耕

時
期
、
冬
期
よ
り
引
き
続
き
発
根

期
ま
で
に
行
な
う
。

方
法
樹
聞
に
タ
コ

ツ
ポ
、
ザ
ン

ゴ
ウ
式
の
局
部
深
耕
を
連
年
計
画

的
に
行
な
う
。

埋
没
資
材
石
礎
、
堆
厩
肥
、
リ

ン
サ
ン
肥
料
、
苦
土
石
灰
等
を
土

壌
に
混
ぜ
て
埋
め
戻
す
。

四
、
貯
蔵
庫
管
理

気
温
の
上
昇
に
つ
れ
て
、
庫
内
の

温
湿
度
は
上
が
り
ゃ
す
い
。
点
検

で
貯
蔵
果
の
状
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
庫
内
温
の
上
昇
を
防
ぐ
。
温

度
の
上
が
り
ゃ
す
い
貯
蔵
庫
の
ミ
カ

ン
や
耐
久
力
の
お
ち
た
ミ
カ
ン
は
出

庫
す
る
。

五
、
ミ
カ
ン
の
前
田
定
整
桔
�
 

。


0
0
0
1
一
、
五

ア
ー
ル
当
り

一、

り
、
肥
料
や
雨
で
流
れ
る
石
灰
量
は

袋
)
で
施
用
量
は
こ
れ
も
含
め
て
決

め
る
が
、
く
わ
し
く
は
技
術
買
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

施
用
後
は
全
面
も
し
く
は
局
部
深

層
に
打
ち
こ
む
法
か
、
注
入
法
、
タ

コ
ツ
ポ
法
、
ザ
ン
ゴ
ウ
法
等
で
老
朽

土
壌
の
若
返
り
に
つ
と
め
、
細
栂
の

深
層
化
を
は
か
り
増
収
の
一
助
と
も

し
た
い
。
図
一
参
照
。

ニ
、
春
肥
の
設
計
計
画

小
玉
果
を
追
放
す
る
た
め
成
木
園

OO
の
若
返
り
野
定
を
強
力
に
実
施
す

る。と
樹
形
改
造
を
行
な
い
、
成
木
圏

ば
か
り
を
対
象
と
せ
ず
、
計
画
密

植
で
ス
タ
ー
ト
し
た
若
木
の
抑
定

も
考
え
た
い
。
�
 

果
樹
研
究
会
関
定
現
地
講
習
会
は

二
月
下
旬
に
行
な
う
予
定
で
す
。

産
業
課

O O O

表� 1 i星州みかん施肥基準
図� 1 細根の.高分布位置と収量

cm 

|みかん苗圃I(10アール l 白玉E (10アール� 150本植を基準)

(静岡)
年生首

」一一一一-ー 401，800本植を基準)

首姻期間中� l本当'パ� g) 

断令叩11樹当リ� (gI 


750 
~~~ _ kg以.L

2，おo2剖o3，∞03，紛o3，750 

リンチソ
カリ 備考年生 ソ サン� 

育苗第|
20 1 5 1 02 l年目� 

育苗第
40 30 253 2年目� 

施肥回数は� 8-10回とし、� 
10月下旬までに地肥を終わる。� 

リンサン カリ 備考チッソ樹 令

502 60 35 地8旬 L
11肥

杷回終回と数� 6-は、� 

中ル まて・に施月

わる.5080 653 

704 120 100 

901205 150 

1101451806 

区~ (10アール� 4，0∞kg収貴闘)
10a当り収� 

~\ 

水回転作、早期出荷�  すだち、ゆニう
すだち2.5∞kg 

(10ア ル� 4.由加句収量聞) (10アール申こう�  3.脚� k;収制)

施肥上の一般的注意

(]) 土壌酸度(PH)はPH 6.0を目標に矯正する。

(4) 土壌改良を完成した聞は20%減肥する。� 

苦土は成分として15-25kgを10アール当り施用する。

アール当りに10以上Okg，∞2山野草などの有機物は(3) 

投入する。

(2) 

MUS04
テキストボックス
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ね
ず
み
を
駆
除
し
よ
う
/


全
町
一
斉

駆
除
期
間

ね
ず
み
は
、
農
作
物
を
は
じ
め
衣

服
等
を
喰
い
あ
ら
し
、
そ
の
被
害
は

甚
大
で
す
。
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、

食
中
毒
を
は
じ
め
赤
痢
蘭
等
を
ま
き

ち
ら
す
こ
と
で
す
。
ね
ず
み
駆
除
の

期
間
は
、
い
ま
が
適
期
で
す
か
ら
こ

の
期
間
中
に
み
ん
な
が
駆
除
し
て
く

だ
さ
い
。
殺
鼠
剤
は
、
地
域
の
保
健

部
長
さ
ん
を
通
じ
、
各
ご
家
庭
に
配

布

(
二
月
二
十
日
頃
�
 
)
し
ま
す
。

。
殺
鼠
剤
(
ク
マ
ト
ロ
ン
)
の
使
用

に
つ
い
て

一
、
ク
マ

ト
ロ
ン
を
数
箇
所
に
十
個
�
 

1
十
五
個
「
ね
ず
み
」
の
出
る
とi

こ
ろ
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
四
�
 

五
日
間
続
け
て
配
置
し
、
な
く
な

れ
ば
補
充
す
る
。

駆
除
期
間
中
は
、
台
所
等
き
れ
い

に
整
理
し
、
食
物
を
絶
対
に
与
え

な
い
こ
と
が
駆
除
の
秘
訣
で
す
。

不
用
の
ピ
ン
等
処
理
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
午
前
八
時
ま
で
に
指

定
場
所
に
持
参
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
金
具
等
は
、
処
理
で
き
ま
せ
ん

か
ら
必
ず
と
り
は
ず
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

厚
生
課

二
月
十
六
日

ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
粉
砕
地
区

巡

回

日

程

表

�

 

fl'J 後

場 所 時� I問� f特 ド片 時 11/1

生名東林)従�  

中角協和自動車東� 

生比奈農tQ，選来場前 

Hト谷凶中商� lお前� 

4百江古山陽J，� 'i!l!: 

今山センヂー�  

勝� ;m 会館�  

研?千� ;1昔� !米上品� 

8 : 00-8 : 20 

8 : 30-8 : 50 

9 : 00-9 : 20 

9 : 30-9 : 50 

10: 00-10 : 20 

10: 30-10: 50 

11:00-11:20 

11:30-12:0

坂本郵便局前�  1 : 00-1 : 20 

勝良坂本事業所� 1 : 30-1 : 50 

勝良与川内事業所� 2 : 00-2 : 20 

勝浦病院�  2 : 30-2 : 50 

勝浦農協選果場前� 3 : 00-3 : 20 

中山権現�  Wi 3 : 30-3 : 50 

棚野、ILイ)I由，jij 4 : 00-4 : 20 

。勝 浦 町 役 場 �  4 : 30-5 : 00 

山
林
用
苗
木
と

椎
茸
菌
の
申
込
み
は

は

や

め

に

い
よ
い
よ
植
林
の
季
節
と
な
り

勝

浦

柳

壇


酒
の
席
酔
っ
た
ふ
り
す
る
手
が
可
愛
い

授
か
り
し

一
粒
種
が
家
守
る

労
賃
と
吊
リ
ム
ロ
い
と
れ
ぬ
密
柑
の
値

ワ
ン
マ
ン
カ
|
世
辞
も
あ
い
そ
も
な
く
聞
き

自
ら
を
善
女
と
信
じ
梅
を
活
け

一
日
を
話
す
矩
婚
が
温
か
い

又

一
つ
ふ
え
た
心
配
娘
の
免
許

屑
叩
く
子
の
催
促
に
出
す
硬
貨

新
春
は
何
は
と
も
か
く
屠
蘇
を
く
み

音
痴
と
は
知
ら
ぬ
マ
イ
ク
が
来
て
困
り

い
つ
ま
で
も
あ
る
日
の
対
話
胸
に
抱
く

里
帰
り
十
目
前
か
ら
出
す
着
物

太
り
過
ぎ
好
き
な
お
餅
も
ひ
か
え
目
に

あ
り
が
と
う
だ
け
が
大
き
い
お
年
玉

へ
べ
れ
け
に
な
っ
た
夫
を
届
け
ら
れ

デ
ー
ト
日
を
小
さ
く
し
る
す
新
暦

横横 坂坂オ反横横棚横立中生沼坂慣域�  

瀬瀬本本本瀬 j頼関'瀬川山 名江本瀬本

W 


出
詠
は
毎
月
末
臼
ま
て
、

三
句
ハ
ガ
キ
で
お
送
リ
く
だ
さ
い
。

送
り
先
勝
浦
町
横
瀬
様
勢
広
夫
(
都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

ま
し
た
。
組
合
で
は
、
す
ぎ
、
ひ
の

き
の
苗
木
と
山
林
用
肥
料
、
椎
茸
菌

等
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
は
や
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

造
林
用
補
助
金
に
つ
い
て
は
毎
年

交
付
車
が
高
く
な
り
、

一
0
ア
ー
ル

当
り
二
五
�
 本
以
上
に
つ
い
て
も
補

O

助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

は
や
め
に
申
摘
し
て
く
だ
き
い
。

「
本
年
度
か
ら
再
造
林
地
に
つ
い

)
 

かて
ら� iま

お事甫
知助
ら金
売さカず

お
こ
と
わ
り

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
は
休
み
ま
す
。

一
一
月
二
十
八
日

週

間

�

 

@
注
意
事
項

一
、
他
の
食
品
と
区
別
し
て
置
く
。

二、

小
児
の
手
の
と
ど
か
な
い
と
こ

ろ
に
保
管
す
る
。

三、

使
用
後
の
殺
鼠
剤
は
必
ず
回
収

し
、
処
分
す
る
。

ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
等

処
理
し
ま
す

カ
ラ
ス
、
ピ
ン
等
を
河
川
に
捨
て

る
と
危
険
で
す
。
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
ビ

ン
等
(
農
薬
ピ
ン
も
含
む
)

を
処
理
す
る
た
め
、
粉
砕
機
を
も
っ

て
、
毎
月
町
内
各
地
を
巡
回
し
て
い

ま
す
。

山

本

令

子

山

口

満

月

中
川
野
子
住

大

岡

小

枝

丸

山

香

月

倉

橋

加

辻

橋

本

梢

桂

木

肌

人

大
問
赤
山
人

構

内

英

男

中

田

万

里

北
峰
賀
代
子

椋

井

輝

子

鶴

本

和

子

田
中
み
さ
を

綜

勢

都

景

し芋丁
まち
す切、
」。ら� (

オ工� ( 
ま，
す司
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